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概要：本研究の目的は，初等教育における総合的な学習の時間（以下，総合的な学習）の課題設定段階

において，児童自らが探究課題を見いだすための単元デザインの要件を明らかにすることである。教

科学習においては，教科書等の流れに沿って学習が進められることが多い。しかし，総合的な学習は，

教科学習とは違って児童の経験や関心を軸とした「問い」から出発する探究学習であるため，教師にと

っては、単元デザインに対する困難が問題となる。そこで本研究では，児童自らが探究課題を見いだす

単元デザインの工夫を行った結果，児童自らが探究課題を見いだせたのかについて，児童へのアンケ

ートと児童の課題設定カードの分析を通して明らかにした。 
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１ はじめに 

小学校学習指導要領では，総合的な学習の時間

の目標（２）に，「実社会や実生活の中から問い

を見いだし，自分で課題を立て，情報を集め，整

理・分析して，まとめ・表現することができるよ

うにする」とある（文部科学省 2017）。子ども

が主体的に課題をもって学習するのは容易なこ

とではない。なぜなら，児童は一人一人異なった

興味・関心を持ち，それに対するアプローチの方

法も異なるからである。また，児童の興味・関心

から課題を設定することや児童のニーズに応じ

た学習環境をデザインするためには，何に注意す

る必要があるのかについては明確ではない。そこ

で，本研究では，総合的な学習の課題設定段階に

おいて，児童自らが探究課題を見いだすための単

元デザインの要件を明らかにしようと考えた。 

 

２ 実践の概要 

本校では，学校の年間計画において第５学年は

環境領域のテーマを設定している。今年度は，第

５学年の環境学習「行け！淀川探検隊！」という

単元名で，水環境学習に取り組む。単元目標は， 

「郷土を流れる淀川について，体験学習や調査活

動を通して，生物や環境，歴史，文化，産業の視

点から淀川の魅力を探って自分なりの考えを持

ち，それを情報発信したり，自分たちができるこ

とについて考えて実践したりすることができる。」

である。単元の概要は，表１の通りである。 

 

３ 研究方法 

収集したデータは，探究課題に対する児童への

アンケートと課題設定カードである。 

表１ 単元の概要 

 

 

 

 

 



 探究課題に対する児童へのアンケートは，児童

自らが探究課題を見いだすことができたかを問

う項目に対して，４件法による回答を求め，選ん

だ理由も自由記述で書かせた。課題設定カードは，

探究課題，課題設定の理由，調査内容と方法を記

述するワークシートである。 

探究課題に対するアンケートの自由記述と課

題設定の理由の記述を関連づけて，児童の意識を

分析した。 

 

４ 結果と考察 

 児童へのアンケートと児童の課題設定カード

を分析した結果，以下のような結果が得られた。 

（１）児童へのアンケート 

 質問項目に対する回答結果は，「すごくできた：

21%」，「できた：62%」，「あまりできなかった：

７%」，「できなかった：10%」であった。約８割

の児童は，自分ができたと回答していた。その理

由として，「ゲストティーチャーの話や話し合い

の中での友達の考えから決めることができた」

「絶滅危惧種が増えていることを『ドスルコスル』

（NHK for School）を視聴したときに知った」

「淀川に探検に行った時に感じた疑問を調べよ

うと思った」などの記述が見られた。これらの記

述から，多様なメディア活用や話し合い活動の場

の設定が、探究課題を見いだす要因になっていた

とわかった。一方，自分で探究課題を見つけるこ

とができなかった児童は，「調べたいことが多く

て絞ることができなかった」などと記述しており，

情報量の多さを処理できなくて，意思決定するこ

とができなくなったと考えられる。 

（２）児童の課題設定カード 

 児童は課題設定の理由に「『ドスルコスル』で

環境問題を見たこと」や「漁師さんや漁業組合の

方の話を聞いたこと」「理科の学習で微生物につ

いて学んだこと」「学級で淀川の水質について話

し合ったこと」「フィールドワークに行ったこと」

などを挙げていた。このことから，（１）の要因

に加えて，教科学習との関連づけができたことが

挙げられる。  

 （１）と（２）の結果から，課題設定段階の単

元デザインの要件として，人的メディア・映像メ

ディアなどの多様なメディアの活用，学級での話

し合い活動，教科学習と関連づけることがあげら

れる。  

漁師や漁業組合の方を招いての授業では，児童

と漁師・漁業組合の方とをつなげながら児童が課

題を持てるようにした。また，映像メディアにつ

いては，淀川や淀川の源流の水環境を意識できる

タイミングで見せるようにした。さらに，淀川の

水質や生き物に興味・関心が持てるよう，理科の

学習内容を学期初めに確認し，カリキュラムを編

成した。これらの学習活動が契機となり，児童自

らが課題を設定できたことがわかった。 

 

５ まとめと今後の課題 

 本研究の目的は，初等教育における総合的な学

習の課題設定段階において，児童自らが探究課題

を見いだすための単元デザインの要件を明らか

にすることである。児童が自ら課題を設定するた

めには，漁師や漁業組合の方の話や学校放送番組

などの多様なメディアが児童にとって有効なリ

ソースであることが改めて確認できた。また，話

し合い活動，教科学習との関連を単元に位置付け

る必要があることもわかった。しかし，自ら課題

を設定できない児童へは，メディアに出合わせる

までの過程を精選したり，話し合い活動の内容を

明確にしたりする必要があると考える。 

 

 

参考文献 

文部科学省（2017）小学校学習指導要領(平成 29

年告示)解説 総合的な学習の時間編 

 

 


